
平成３０年度 学力向上マニフェスト  学校名 荒川区立第五峡田小学校 

 

事業名 
取組の内容及び目標 

(昨年度の区学力調査等の結果・分析等を踏まえて) 

 

 

基礎的・基本的な知識

及び技能の定着・向上 

【内容】少人数加配教員や学習指導補助員等との連携を密にし

たきめ細やかな学習指導の充実 

【目標】学校評価児童アンケートの「個に応じた指導」の肯定

的評価の割合を、29 年度以上とする。 

児童 10 ポイント↑（28→29） 教職員 11 ポイント↑ 

教職員２ポイント↓ 

主体的・対話的で深い

学びを取り入れた授業

改善の推進 

【内容】活用力を中心とした指導力向上のための外部講師を招   

    いた校内研究の充実 

【目標】区学力調査における【活用】と全国学力学習状況調査

における【Ｂ問題】について、それぞれ区の、全国平均

をクリアする。 

   学校評価児童アンケートの「個に応じた指導」の肯定   

   的評価の割合を、29 年度以上とする。 

ICT 機器や学校図書館

を利活用した学習活動

の 充実 

 

 

【内容】ICT 機器や学校図書館を利活用した学習活動の充実 

【目標】学校評価児童アンケートの「わかる授業」の肯定的な

評価の割合を、29 年度以上とする。 

児童 ３ポイント↑87%（28→29） 教職員３ポイント 93% 

教職員２ポイント↓84% 

検定を通した学習意欲

の向上 

【内容】漢字検定、算数検定を実施し、学習意欲の喚起 

【目標】検定受験者の合格率を９０％以上とする。 

 

２９年度 合格率結果 

     漢字検定 ７０％  算数検定 ８５％  

    

あらかわ寺子屋 【内容】月、火、木の放課後、長期休業日を活用した補充学習   

において個に応じた学習指導を行い学力の定着と向上を図る。 

対象は、２～６年の基礎学力に課題のある児童と 

漢字検定、算数検定受験者中心。 

指導には、地域人材や近隣大学等の学生を活用する。 

【目標】 TPC を活用した「あらかわスマート・スタディ」「e

ライブラリアドバンス」の実施により、家庭学習の推進・習慣

化につなげる。 

 

（様式３） 



         


